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の、元gEGすべてを渡る平均値ζ(gl1)/I G I として定義されるo FrobeniusとSchurは、 n=2の場合のこの
指標を用いて、既約表現の実数体上実現可能性判定法を与えた。 VLinchenkoとS.Montgomery (2000)はお
指標の定義と上述の Frobeniusらによる結果を、半単純ホップ代数に対し一般化した。(この定義は、群環に
おける元 gl1EG の平均三gl1/IGI を、半単純ホップ代数の正規化積分元の第n次 Sweedler巾に置き換えた
もの。)前述したように、ホップ代数の表現全体がテンソル圏をなす事を鑑みると、 FS指標の定義が、適当
な条件を満たすテンソル圏に対し、さらに一般化されることが期待できる。実際 S.-H.NgとP.Schauenburg 




そこで著者は、半単純ホップ代数日の正刻表現の n次FS指標 Vn(I-I)に注目し、これを pivotalフュージョ
ン圏Cに対し一般化して Vn(C)を定義し、上記の濁(1)及び (2)に対し VI1C)を与える公式を得た。ここで
フュージョン圏とは、複素数体上線型な半単純テンソル習であって、すべての Hom 空間が有限次元で、
各対象が双対を持ち、単位対象が単純で、さらに単純対象が有限個からなるものを指す。半単純ホップ代数
の表現圏、圏(1)、 (2)はいずれも pivotalフュージョン留である。著者の定義した Vn(C)は、 Ng らが定義
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する FS指標 Vn(め とpivotal次元 pdim(V)の積を、すべての単純対象 Vに渡ってとる和 Vn(C) = LVnれつ
pdim(V) である。
上記の麹(1)及び (2) について説明する。有限群 Gで次数付けられた有限次元ベクトル空間全体は、 G










言ってよいD 著者はこのような新しい概念や方法を駆使し、 rpivotalフュージョン圏の Frobenius-Schur指標J
という新しい概念を定義した上で、重要な具体例に対しこの不変量の具体的記述を与えた。これは、研究の
一つの方向性を提案する意義深い仕事である。加えて、本論文は丁寧に判りやすく書かれている。
以上により、本論文は博士論文として十分な内容を持つものと評倍する。
よって、著者は博士(理学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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